
お子さまと一緒にお読みください。 

農薬って、使っても安全なの？ 
 

 

人間が化学的に作り出した食品添加物や 
農薬も、使い方をまちがえれば、毒となります。 
今回は、農薬について考えます。 

1.どうして農薬を使うの？ 
自然界には、穀物や野菜などの作物にくっついて、 

作物をダメにしてしまう虫や作物の 

病気のもとになるかびなどがいます。 

また、田んぼや畑に雑草がしげって、 

作物に栄養が回らなくなることもあります。 

農薬はそれらを退治する薬で、 

作物をちゃんと育てたり、 

十分な量をとるために使います。 

3.安全を守るために… 
一つ一つの農薬について 

どのくらい食べてしまったら、どんな害があって、 

どのくらいまでだったら影響がないのか、 

食品安全委員会で科学者が集まって専門的に調べます。 

そして、その農薬は一日あたりこのくらいまでなら 

食べ物といっしょに食べてしまったとしても 

体に害がないという量を決めます。 

次にその結果をもとに、安全を守るには 

どのくらいの量をどのように使えば 

いいかというルールを、 

厚生労働省や農林水産省が決めます 。 

2.農薬を使わないとどうなるの？ 
 （キャベツの例） 

4.じゃあ、野菜は食べても大丈夫？ 
農家の人は決められたルールを守って農薬を使い、 

たくさんの野菜を作ります。 

農薬を使って育てた作物も、 

きちんとルールが守られていれば安全です。 

こうした、たくさんの人の努力によって 

野菜は安全でおいしい 

みんなの毎日の 

食事の材料になります。 

農薬をまったく使わないで、 

きれいなキャベツを一度に 

たくさん作ることは 

むずかしいことです。 

農薬を使わないとどうなるか、 
試してみた例です 

農薬は、 
科学的に調べて、 

人間の害に 
ならないように、 
使うルールが 

決められているんだ！ 

ルールを守って 
いれば安全。 
もちろん、 
まわりの生き物や 
環境のことも考えて 
ルールを決めて 
いるのよ！ 
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